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136V1B付属証明書
[bookmark: _GoBack]　エコマーク商品類型No.136「リユース製品Version1.8」
B. 中型車・大型車用エアクリーナエレメント
付属証明書

本付属証明書は、エコマーク商品類型No.136「リユース製品Version1 B. 中型車・大型車用エアクリーナエレメント」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：  
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	＜付属証明書の作成方法＞
1． 申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。（□にチェック、下線部･括弧内に記載）
「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。
2． 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
3． 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。
4． 「添付証明書」の作成者は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。
5． 付属証明書の作成は、＜共通基準＞、＜材料に関する基準（プラスチックの使用がある場合）＞、　＜品質に関する基準＞の項目で構成されております。この表紙も必須です。



	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社
　他社開発製品である場合には右欄の添付証明
　書をご提出ください
	申込承諾書（記入表１）
	製品開発事業者

	同製品でのエコマーク認定

本商品類型で、既に　　認定を受けている他社製品を別ブランドとして申込む場合
	□本商品類型で既にエコマーク認定を受けてい
　　る他社製品を、別ブランドで申込んでいる
　　（認定番号：　　　　　　　　）　

　他社エコマーク認定製品との差異を以下に提示　
　してください
□商品ブランド名（製品名）
□包装
□印刷内容
□その他（　　　　　　　　　　　　　）

　＊本項目は、あくまで同製品である（同様製品　
　でなく）場合の記入欄です。原料・製造工場な
　ど製品本体の仕様に変更を加えたもの、ある　
　いは製品に加工を施した場合は該当しません。
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し

既認定型式と本申込　　製品の型式対応表
	









	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	エコマーク表示予定
	　□ある　／　□ない
　表示予定がある場合には以下の点について記
　載のうえ、右欄の添付証明書をご提出ください
	エコマーク表示予定
設計図
	申込者

	
	エコマーク表示箇所
	エコマークとのセット表示　
	
	

	
	　□製品本体
　□包装
　□カタログなど
　□取扱説明書
　□その他
　　（　　　　　　　　　）　
	 □エコマーク認定番号
 または
 □エコマーク認定事業者名
（申込企業名）

　* エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	
	



４－１―１.＜共通基準＞
	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-1-1.(1)
リユース設計
	　本製品は、リユースすることを前提として強度構造の設計が行なわれていることに
　□適合する　
	
	

	4-1-1.(2)
再使用のための洗浄機器
	洗浄方法をチェックの上、該当する右記資料を提出ください。
□a. 申込者が使用者に洗浄機器を販売している。
□b. 申込者が使用者に洗浄機器をリースしている。
□c. 適切な洗浄を行う整備事業者を紹介している。
	a. 洗浄機器の販売に関する資料
b. 洗浄機器のリースに関する資料
c. 製品の洗浄を行う整備事業者を使用者に紹介する資料
	申込者

	4-1-1.(2)
交換部品
	
・使用者の交換部品の入手先
□　製品の販売店
□　その他
（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）
	


	

	4-1-1.(３)
リユース可能であること
	
	A.試験結果
（洗浄後の品質が新品と同等であることを示すもの）
	公的試験機関など

	
	
	B.再生工程全体の説明文書（記入表２）
	申込者

	4-1-1.(４)
再使用部品の比率
	□部品交換を実施する必要がある
　再使用部品の比率：　　　　　　　　％
　（右記証明書をご提出ください）

□部品交換を実施する必要がない
	証明書（記入表２）
	申込者

	4-1-1.(５)
環境法規の順守
	
	証明書（記入表３）
	最終製造工場の工場長

	4-1-1.(６)
容器・包装資材
	□プラスチック製包装材料の使用なし

□プラスチック製包装材料の使用あり
　プラスチック製包装材料の材質：　　　　　　　

（上記「使用あり」の場合）
製品の包装に使用されるプラスチック材料は、ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックを
　　□使用している　／　□使用していない
	
	



	4-1-1.(7)
情報提供
	情報提供項目
	情報提供箇所
	表示内容と表示部分が確認できる写真や設計書
	申込者

	
	a.問い合わせ先
	□製品の包装
□同梱される取扱説明書
　　などの書面
□カタログ
□ホームページ
	
	

	
	b.製品の再使用によって環境負荷低減効果があること
	□製品の包装
□同梱される取扱説明書
　　などの書面
□カタログ
□ホームページ
	
	

	
	c.再生工程を経た製品が新品と同等の品質（粉じん補修効率、圧力損失等）があること
	□製品の包装
□同梱される取扱説明書
　　などの書面
□カタログ
□ホームページ
	
	

	
	d.洗浄を行う目安
　（走行距離、汚れ具合など）
	□製品の包装
□同梱される取扱説明書
　　などの書面
□カタログ
□ホームページ
	
	

	
	e.再生工程の実施方法および機器・機材・部品に関する取扱説明
	□製品の包装
□同梱される取扱説明書
　　などの書面
□カタログ
□ホームページ
	
	

	
	f.再生工程で発生が予測される粉じんや汚水に関する説明と対処方法
	□製品の包装
□同梱される取扱説明書
　　などの書面
□カタログ
□ホームページ
	
	

	
	g.交換部品の入手方法
	□製品の包装
□同梱される取扱説明書
　　などの書面
□カタログ
□ホームページ
	
	

	
	h.製品使用後の廃棄方法
	□製品の包装
□同梱される取扱説明書
　　などの書面
□カタログ
□ホームページ
	
	

	4-1-1.(8)
使用者への技術指導
	技術指導の方法
(再使用が可能であることの製品の具体的説明方法)

製品販売時に、販売員等が使用者に製品の再使用や洗浄に関する技術指導を行っている。
　□はい　　　□いいえ
	左記の確認ができるマニュアル、取扱説明書、シール等
	申込者

	4-1-1.(9)
重金属の添加
	製品の処方構成成分としてカドミウム、鉛、六価クロム、水銀およびそれらの化合物を
　　□添加している　／　□添加していない
	
	





４－１－２.＜材料に関する基準（プラスチックの使用がある場合のみ）＞
	　項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-1-2.(１0)
製品の材質表示
	　
	具体的な表記方法及び材質表示を示す写真または表示設計図
（原稿可）
	申込者

	4-1-2.(１１)
製品に使用するプラスチック添加剤
	
	記入表４
	申込者

	
	
該当項目にチェックし記入表等を提出してください。

□各製造事業者の発行による記入表５a
　　　※各製造工程を担当する事業者は、バージン樹脂製造事業者、再生材料供給(ペレット化・フレーク化)事業者および成型事業者を指し、それぞれの事業者から本証明書を発行してもらう必要があります。

□成型事業者等の発行による記入表５b

	記入表５a
※バージン樹脂製造事業者による証明書は、記入表5aに代えて、業界ＰＬの樹脂登録確認証明書の写し、食品用以外は重金属試験結果でも代用可。
再生材料供給事業者および成型事業者の証明書は、5aを提出(詳細は5a注釈を参照のこと)。
または/および
記入表5b
※記入表5bで証明する場合には、発行者よりも川上（上流側）の製造段階で使用される原材料も含めて確認していることが必要です。
成型事業者に代わって、より川下の組立・最終製造事業者による証明でも可。
	(記入表5a)
各製造工程担当事業者





(記入表5b)
成型事業者等

	4-1-2(12)再生プラスチックの有害物質の溶出
	　
再生プラスチックの使用（小付属を除く）
□あり
□なし
  「あり」の場合、右記試験結果が必要です。

※4-1-2.(11)において、88/378/EEC EN-71 Part３による　試験の実施結果を提出している場合は、カドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、総水銀、セレンについては右記の試験結果の提出は不要です
	土壌汚染対策法施行規則による再生プラスチックの溶出試験結果
（カドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、総水銀、セレン、PCB、ベンゼン）

	第三者試験機関または、申込者など





４－２.＜品質に関する基準＞
	項目
	記入欄
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-2.(１3)
製品の品質
	①～③の規格または同等の規格を満たす場合はチェックを入れてください。

□ ①JIS D0117-1:2005
   (フィルタ及びフィルタ構成部品の定義)
□ ②JIS D0117-2:2005
　 (フィルタ及びフィルタ構成部品の特性の定義)
□ ③JIS D1612:1989
　 (自動車用エアクリーナ試験方法)

	①～③を示す試験結果、または同等の試験結果など
	第三者試験機関

	
	


	　記入表６
	申込者
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